
環境活動の沿革

環境推進室 〒929-1192 石川県かほく市宇野気ヌ98-2
TEL 076-283-1212(代)

http://www.pfu.fujitsu.com/eco/report.html

報告対象期間

2013年度（2013.4.1～2014.3.31）の環境活動を中心に記載しました。一部は2014年4月以降の情報も記載しています。

≪環境報告書の全文はこちらから≫

株式会社 ＰＦＵ
© PFU LIMITED 2014

主な環境負荷状況

(備考)：
左記の温室効果ガス総排出量は、WRI/WBCSD GHGプロトコルの
スコープ1とスコープ2の合計した量（トン）
エネルギー起源CO2（購入電力、都市ガス、液化石油ガス(LPG)の
使用に伴い排出されるCO2）と、代替フロンなど（5.5ガス）の
温室効果ガスの使用量を二酸化炭素に換算した量の合計

【換算係数】
・購入電力の換算係数には省エネ法報告値の

電力会社毎の換算係数を使用
関西事業所は(株)エネットの換算係数を使用
保守、サービス拠点は代替値を使用

・都市ガス：2.29 トン-CO2/千㎥(固定)
・液化石油ガス(LPG)：3.00 トン-CO2/トン(固定) 

(備考)：
有価物量は、有償売却された量
最終処分量は、再資源化、熱回収、単純焼却以外の残渣量（埋立）

発行：2014年7月(第1版)
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各事業所では、2013 年度も継続して空調・照明などの省エネ・節電対策を実施し、温室効果ガス排出量削減に取り組みました。

2013 年度は、ダンボールの有価化により廃棄物発生量を削減しました。事業所再編準備や製品入替えに伴う廃却により廃棄
物発生量が増加しました。

温室効果ガス(ＧＨＧ)総排出量

廃棄物等総発生量
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環境配慮ソリューション､サービスの推進環境配慮製品の継続的な創出と提供

Green Product Green Factory

Green Mind
環境行動文化の浸透

自らをグリーンにお客様のグリーンに貢献

ＰＦＵのノウハウ、テクノロジを結集し環境配慮型製品・ソリューション・サービスを提供します

グループ社員一人ひとりが
主役となり、地球環境に貢献します

BIPシリーズは、帳票システムを効率良く開発及び運用するための帳票ソフト
ウェアです。「BIP Smart」は、帳票への手書きやチェックがスマートデバイス
上で行え、その追記した情報をビジネスデータとして本格的に利活用できる
製品です。
帳票業務をスマートデバイス化することで、業務効率化・スピードアップが可
能になるほか、ペーパーレス化の推進によるコスト削減と環境負荷低減が実
現できます。

事業所、工場の環境負荷低減を推進します

屋上散水強化、遮熱ネット拡大
(本社／石川開発センター)

24時間稼働エリアにLED照明導入
(ProDeSセンター)

鉄道コンテナで機器を輸送

ものづくり教室（2013/7/27、8/10）

河北潟干拓地防風林の
環境美化活動（2013/6/1）、植樹活動（2014/3/15）

ペットボトルキャップ回収活動

PFUフェスティバル／
自然観察ガイドウォーク

（2013/10/12）

環境社会貢献活動

地球温暖化対策の推進

屋根や空調室外機への遮熱・遮光ネット拡大、事務所内へのサーキュレータ
設置、工場の空調効率化、LED照明導入、照明の間引きなどに取り組みました。

教育・啓発・コミュニケーション

エコプロダクツ2013に
ScanSnapを出展

（2013/12/12～14）

環境講座(eラーニング)を開催
（2014/1/23～3/31）

グリーンファクトリー、グリーンオフィスの推進
スキャナ製品では、国際エネルギースタープログラム、米国EPEATなどの環境
ラベルへの適合による国際基準への取組みを推進しています。

Green Product Green Factory

Green Mind

Green IT Evolution

※ScanSnapは、株式会社PFUの日本における登録商標です。
※BIP Smartは、株式会社PFUの日本における登録商標です。

地球と自然を大切に

製品の新規開発にあたってエコデザインを推進し、製品のライフサイクル全体を通じて環境負荷
低減を目的に、「省エネルギー」「3R設計(*1)」「含有化学物質」などに対応した
「環境配慮型製品」の開発に取り組んでいます。
2013 年度は、国際エネルギースタープログラム画像機器基準Ver2.0 の取得、米国EPEAT の取
得、最新省エネ基準レベルの検討など、国際基準への適合を推進しました。

(*1)廃棄物のReduce（発生抑制）・Reuse（再使用）・Recycle（再資源化）を考慮した設計。

製造工程で使用していたスプレー缶のエアブロア（代替フロンガス使用）か
ら、エアダスタ（圧縮空気）に切替え、温室効果ガス(HFC-134a)を大幅に削
減しました。
【効果量】温室効果ガスを、104kg削減（前年比、約73%減）

エアダスタの切替えで
温室効果ガスを削減

IT機器を預かって倉庫に保管する業務では、これまで入荷の際などに
倉庫の状況を把握し適切な配置とするため、担当者が出張対応してい
ました。この業務をネットワークを介して遠隔地からカメラで倉庫の状況
を把握する運用に変更し、出張回数と作業工数を削減しました。
【効果量】 1か月あたりの出張回数を、9回削減

ネットワークで倉庫の状況を把握

fi-7280/
fi-7260

fi-7180/
fi-7160

■イメージスキャナ

・国際エネルギースタープログラムVer2.0取得
スリープ時消費電力：2.6W

・米国EPEAT「シルバー」取得
・LED光源採用（水銀撤廃）
・RoHS指令(*2)（欧州/中国）準拠

国際エネルギー
スタープログラム

国際エネルギースタープログラムVer2.0 取得
2014 年1 月から適用の「国際エネルギースタープログラム」に、
新機種と従来主力機種で計画通り18 機種取得しました。

米国EPEAT 米国政府系機関を中心にグリーン購入促進制度で採用されている
電子製品環境評価システム「EPEAT(Electronic Product 
Environmental Assessment Tool)」に北米展開中の従来機種と
新機種について計画通り10 機種取得しました。

(*2)欧州連合（EU）による電気電子機器に含まれる
特定有害物質（6物質群）の使用制限に関する指令。
2006年7月施行。

「業務効率化」「物の消費の削減」「物の移動の削減」「スペースの有効活用」に
より、お客様業務におけるエネルギー使用抑制などの環境負荷低減に貢献す
る製品、ソリューション、サービスを提供しています。
2013年度は、「省エネ・業務効率化・ペーパーレス」などをキーワードとしたお客
様提案と外部情報発信の活動を推進しました。

地域貢献や環境美化活動に取り組んでいます。

自社農園（エコファーム）で野菜を生産し、社員食堂で提供

回収した使用済みPC

社内の使用済みPCを、社内転用や売却、
東日本大震災の被災地へ寄付すること
により、調達コスト・廃棄費用のコストダウ
ンと廃棄物排出量の削減につなげました。
【効果量】PCの社内転用（約170台） 、

売却（324台）、寄付（2台）

・国際エネルギースタープログラム Ver2.0取得
スリープ時消費電力：1.8W

・米国EPEAT 「シルバー」取得
・LED光源採用（水銀撤廃）
・RoHS指令(*2)（欧州/中国）準拠
・ポストコンシューマ再生プラスチック
ABS+PET(PCR28%)採用

展示会を通じて、環境配慮型製品や環境配慮ソリューションをアピールしています。
また環境講座などを行い、社員の環境啓発に取り組んでいます。

帳票に手書きやチェックなどのビジネスデータを追記できます。さらに、
スマートデバイスならではの機能を使用して、写真や位置情報などを埋
め込むことができ、帳票業務のペーパーレス化を実現します。

IT を利用した業務改善などの環境負荷低減活動を推進しました。

倉庫オフィス
ネットワーク

カメラ

ScanSnap SV600

2013年度に発売・出荷した主な環境配慮型製品です。

地域貢献

地産地消
社会貢献

環境負荷低減

長距離にIT機器を輸送する商談にて、従来のトラック輸送から鉄道コンテナ
による輸送に変更し、輸送のCO2排出量を削減しました。実施にあたっては、
安全性・気密性の確認や、工程調整などを入念に実施しました。

【効果量】輸送CO2排出量を、約1/8に抑制

また、夏季（7/1～9/30）、冬季（12/1～3/31）の節電
活動では、ピーク電力、電力使用量とも2010 年度比
15%以上抑制（自主目標）を達成しました。

ＰＦＵグループは、「低炭素社会づくり」の実現に向けた
環境活動の総称を「Green IT Evolution」と定めています。

この活動を通し、お客様と社会の環境負荷低減に貢献し、
持続的発展に寄与していきます。

Green IT Evolution とは

環境ラベル適合 BIP Smart導入による環境負荷低減効果

環境配慮型新製品

鉄道コンテナ輸送による環境負荷低減：PFUクオリティサービス

製造工程における温室効果ガス削減の取組み：PFUテクノワイズ

遠隔地から倉庫の状況を把握し、出張を削減：カスタマサポート事業部

使用済みPCのリユースによる、有効活用と廃棄物削減：PC管理事務局

グリーンカーテンの設置（2013/6/13～10/2）

ダイジェスト


